
第１学年国語科学習指導案

単元名 視野を広げて書こう
教材名 「視点を変えて書きかえよう」（東京書籍「新しい国語１」）

「少年の日の思い出」（東京書籍「新しい国語１」）

１ 単元について
佐賀県の中学１年生の実態として，平成21年度佐賀県小・中学校学習状況調査の結果から，「読むこ

と」，「書くこと」，「言語事項」の２領域１事項に課題が見られた。特に「書くこと」では，「目的や意
図に応じて，必要な情報を選択したり整理したりして書く」こと，「目的や意図に応じて，伝えたい事柄
が相手に明確に伝わるように書く」ことに課題があるため，年間指導計画の立案や単元構想に当たって
は，この課題の克服を常に頭において考える必要がある。
生徒は，これまでの学習において「分かりやすく書こう」で相手や目的に応じたいくつかの表現技法
を，「根拠を示して書こう」で自分の意見を文章に書いて伝える際に根拠を明らかにして書くことを学ん
できている。しかし，経験が少ないために，学んだことを生かして，相手や目的に応じて書く形式を適
切に選択したり，表現の工夫をしたりして書くことはできていない。この課題を克服するためには，目
的や相手，場面を設定し，それに応じた表現の工夫をして書かせる指導が有効だと考えられる。その際
に，文学作品を教材の一つとして取り上げ，読むこととの関連を図った指導を行うことによって，表現
の特徴や工夫に着目するようになれば，作品に対して自分の考えをもつこともできると思われる。
そこで本単元では，相手や目的に応じて必要な情報を選択し，伝えたい事柄が相手に明確に伝わるよ
うに表現を工夫して書くことを経験させるために，教科書教材の文学的な文章の一部を視点を変えて脚
本の形に書き換える言語活動を位置付けた単元として構成したい。
「視点を変えて書きかえよう」は，文学作品の視点（語り手）の存在に着目し，視点を変えて作品を
書きかえることで別の角度から作品を考え直すことをねらった教材である。視点を変えて作品を書きか
えることで別の角度から作品を考え直すことができ，条件に応じた表現の工夫についても考えることが
できる。そこから，新たな文学のおもしろさを発見することもできるだろう。本単元では，条件に応じ
て書くことを学ばせるという視点で本教材を利用し，伝えたいことを相手に明確に伝えるための表現の
工夫についても気付かせたい。
「少年の日の思い出」は，主人公の少年時代の切ない思い出を語ったものだが，その主人公の心の揺
れ，葛藤とともに，もう一人の登場人物エーミールの人物像や二人の間に起こった出来事を通して，二
人のものの見方，感じ方，生き方の違いに注目し，深く文章を読み味わうことのできる作品である。二
人の主な登場人物が対照的に描かれ，両者のものの見方や考え方の違い，主人公の心情の変化，体験を
通して学んだことなどが巧みな描写と展開によって描かれていて，表現の特徴に注目して読むことにも
適している。大きく二つの場面に分かれており，前半も後半も一人称視点で書かれているが，語り手（視
点となる人物）自体は「わたし」と「僕（客）」とで入れ替わっている。脚本の形に書きかえるためには，
第三者の視点をもって作品を見直す必要がある。そこで，作品の一場面を劇の脚本に書きかえる言語活
動を通して，視点について考える意識をもたせたい。

２ 単元の指導目標
（１）物事を一つの視点からだけではなく，異なる視点からとらえ，自分の考えをもって文章を書くこ

とができるようにする。
（２）目的や条件に応じて，表現を工夫して書くことができるようにする。

３ 単元の評価規準
ア 国語への関心

イ 書く能力
ウ 言語についての

・意欲・態度 知識・理解・技能
ア 作品の一場面を劇の脚本に書きかえる言語活動を通した指導
１劇の脚本の形式 １伝えたい場面の情景や登場人物の心情が相手に伝わる １文章の中の事象や行為
を整えて，相手 ように，自分の考えを表現することができている。 などを表す多様な語彙
に場面の状況が （Ｂ(1)ウ） について関心をもって
正確に伝わる劇 書きかえている。
の脚本を書こう （伝国イ(ウ)）
としている。 ２書いた文章を読み返して，目的に応じた表現の仕方で

書くことができているかを確かめることができてい
る。

（Ｂ(1)エ）



４ 指導と評価の計画（全９時間）
次 時間 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価の方法

一 １ １ 視点を変えて物事を見る ○具体物（学年劇の映像や実 ア－１
ことについて考える。 際の劇の脚本など）を見せ，【ワークシートの記述】

脚本（シナリオ）への興味
を喚起する。
○「視点を変えて書きかえよ
う」を読ませ，脚本（シナ
リオ）作成に必要なことに
ついて考えさせる。

２ 既習の文学的な文章や有 ○文学的な文章を脚本化する
名な作品の一部を劇の脚本 方法と留意点に気付かせ
に書きかえる。 る。

２ ３ 「少年の日の思い出」を ○登場人物と出来事に注目し ア－１
劇にする原作として読み， て読ませる。 【学習計画表の記述】
主な場面を把握する。 ○小説のクライマックスの部

分を脚本化することを意識
させる。

４ 学習目標を設定し，学習 ○学習の流れを生徒が把握で
計画を立てる。 きるように配慮する。

二 ３ ５ 脚本を書く手順を具体的 ○１/９時を想起させ，具体的
４ に想起する。 な手順を確認させる。
６ 場面ごとに登場人物と出 ○出来事を場面ごとに時系列 イ－１，ウ－１
来事に着目して情報を整理 で整理させる。 【ワークシートの記述】
する。

５ ７ 脚本化する場面として選 ○ワークシートを用いて脚本
んだ部分について，情景と 化する場面についての情報
登場人物の心情について把 を整理，収集させる。
握する。

８ 選んだ場面を脚本化する ○原作の設定を変えずに書く イ－１，ウ－１
ために，視点を変えて，登 ことや表現の特徴を生かし 【ワークシートの記述】
場人物の主なせりふを書き て書くことを指示する。
出す。

６ ９ 登場人物の心情や情景描 ○ト書きは劇を上演する際の イ－１，ウ－１
写をト書きとして書きかえ 役者への指示となるものな 【ワークシートの記述】
る。 ので，伝えたい内容が明確

になるように注意して書か
せる。

○もともと一人称で書かれて
いる部分なので，説明のな
いところについては想像し
て書くように指示する。

７ 10 ナレーションや行動を指 ○場面の状況が明確に伝わる
示する言葉を付け加える。 ように指示する言葉を書か

せる。
11 目的に合った文体や文末 ○「会話文の内容や文体」「特 イ－２，ウ－１
表現になっているかを見直 徴のある言葉」を変えない 【ワークシートの記述】
して，脚本を完成させる。 ように指示する。

三 ８ 12 グループ内で相互評価を ○評価の観点に従って相互評 イ－２
し，参考になるものを選ん 価をさせる。 【ワークシート，評価表の記
で発表する。 述】

９ 13 自分の脚本を見直し，加 ○友達の意見や書き方のよい ア－１
筆修正をする。 点を参考にして書かせる。 【ワークシート，学習計画表

14 学習のまとめをする。 ○何を学んだかを確認させ， の記述】
他に生かせる場面がないか
を考えさせる。



５－１ １／９時の指導計画
（１）指導目標

視点を変えて文章を書きかえることで分かることに気付かせる。

（２）展 開

過 教 材 評価規準と評価方法

程
学 習 活 動

資 料
指導上の留意点

１ 視点を変えて物事を ○学年劇の映像とその脚本
見ることについて考え を見て気付いたことを発
る。 表させ，視点について考え

導 させる。

２ 事前に取った書く力 アンケ ○事前に取ったアンケート
に関するアンケート結 ート の結果をグラフ化して提
果を参考にして，身に付 示し，身に付けるべき知識

入 けたい力について考え ・技能を意識しやすいよ
る。 うにする。

視点を変えて文章を書きかえる方法について知ろう

３ 視点に気を付けて文 補助資 ○「視点を変えて書きかえよ
章を書くことについて 料 う」の具体例を参考にし
考える。 （「脚本 て，文学作品には起こった

を 書 く 出来事や人物の心情を語
には」） る際の視点が存在するこ

展 とに気付かせる。

４ 文学的な文章の一部 ワーク ○小学校の時に読んで内容 ア－１ 劇の脚本を書くため
を劇の脚本に書きかえ シート を理解している作品や有 に，相手に伝えたいことが
る。 ① 名な作品の一部をワーク 分かりやすく伝わるト書き

〔手順〕 補助資 シートの指示に従って脚 の書き方や説明の仕方につ
①主な台詞を書き出す。料 本の形に書きかえさせて いて具体的に見付けようと
②ト書きを付ける。 みる。 している。

開 ③行動や状況の説明を 【ワークシート①の記述】
付け加える。 ○劇の脚本の書き方の特徴

について気付きをワーク 観点に合わせて気付きを書
シート①にメモさせてお くよう指示し，書き方を具
く。 体的に例示する。

５ 脚本を書いてみての ○視点を変えて書きかえる
気付きをグループで出 際に読み手に伝えたいこ
し合い，まとめたことを とを明確に伝えるために
学級で報告し合って，文 必要なことは何かについ
学作品を脚本化する方 て，自分なりの考えをもた
法と留意点について全 せるようにする。
体でまとめる。

６ 本時の学習を振り返 ○次時は，「少年の日の思い
ま り，次時への見通しをも 出」を劇にする原作として
と つ。 読み，単元の学習計画を立
め てることを知らせる。

Ｃの状況にある生徒への手立て



５－２ ２／９時の指導計画
（１）指導目標

文章を読んで，登場人物と出来事に着目して情報を整理することができるようにする。
学習計画（見通し）を立てさせる。

（２）展 開

過 教 材 評価規準と評価方法

程 学 習 活 動 資 料 指導上の留意点

１ 本時の目標を知る。 学習 ○学習計画表を配布し，本単
導 計画表 元の目標と学習の流れを

確認させる。

入 文章を読んで，書かれている情報を整理しよう。

２ 「少年の日の思い出」ワーク ○脚本化に必要な，何がどの
を通読し，登場人物と出 シート ように書かれているのか，
来事に注目して主な場 ② 話題の中心は何かなどの
面を把握する。 情報に注目して読むこと
(1)音声ＣＤを聞く。 を確認する。

展
(2)何人称で書かれた文 ○情報収集で困らないよう，
章か，だれの視点で書 新出漢字や読めない漢字，
かれた文章であるか 注意する語句については
を確認し，ワークシー その都度確認させておく。
ト②に記入する。

開 ３ 劇の脚本を作るのに 学習 ○前時にモデル学習を行っ ア－１ 読み手に情景や登場
どのような作業が必要 計画表 た劇の脚本の具体例を参 人物の心情が明確に伝わる
で，留意点は何かを考え 考にして，作成のための手 劇の脚本を書くために，目
る。 生徒用 順と気を付けることを具 的や相手に応じた書き方や

手引き 体的に考えるよう指示す 表現の工夫について考えよ
（「学習 る。 うとしている。
計 画 を 【話し合いの観察】

４ これからの学習につ 立 て よ ○学習計画を立てることに 【ワークシート①の記述】
いて見通しをもたせ，学 う」） は不慣れなので，形を示
習計画を立てる。 し，その中の一部分をグル 生徒用手引き「学習計画を

ープで考えさせるように 立てよう」を参考にするよ
する。 うに指示する。

５ 本時の振り返りをし，学習 ○本時の学習を振り返らせ，
ま 自己評価をする。 計画表 学習計画表に記入させる。

と ６ 次時の見通しをもつ。 ○「少年の日の思い出」から
必要な情報を収集，整理し

め て脚本化することを知ら
せる。

Ｃの状況にある生徒への手立て



５－３ ３／９時の指導計画
（１）指導目標

作成する資料の目的や意図に応じて，必要な情報が収集できるようにする。

（２）展 開

過 教 材 評価規準と評価方法

程
学 習 活 動

資 料
指導上の留意点

１ 学習計画表を確認し，学習 ○前時の学習内容を想起さ
導 本時の目標を知る。 計画表 せ，本時の目標と学習の流

れを確認させる。
入

目的や意図に応じて情報を集めよう

２ 劇の脚本を書く手順 ワーク ○１/９時のモデル学習を想
を具体的に想起させる。シート 起させ，具体的な手順と留
〔手順〕 ① 意点をワークシートで確
①登場人物を把握する。 補助資 認するよう指示する。
②出来事を把握する。 料
③主な台詞を書く。

展 ④ト書きを書く。

⑤ナレーションや登場人

物の行動の指示を書き

加える。

３ 本文の中から脚本化 ワーク ○どんな情報がどのような イ－１ 脚本化するという目
するのに適した場面を シート 流れで叙述されているか 的に応じた情報を選択する
探す。 ② をワークシートにまとめ ことができている。
(1)時間の流れに着目し 蛍光ペ ることで，脚本化に適した 【ワークシート②の記述】
て，全体を大きく二つ ン 場面を把握させる。

開 の場面に分ける。 整理する項目のはっきり分
・第一章（現在） ○脚本化をするのに必要な， かるワークシートを使用
・第二章（過去） もともとの小説の特徴を し，細かく指示と助言をす

よく表している表現に気 る。
(2)それぞれの場面の登 付くよう助言する。
場人物を把握し，簡単
に人物像をとらえる。

５ 本時の振り返りをし，学習 ○本時の学習を振り返らせ，
ま 自己評価をする。 計画表 学習計画表に記入させる。

と ６ 次時の見通しをもつ。 ○次時は脚本化に適した場
面を選択することを告げ

め る。

Ｃの状況にある生徒への手立て



５－４ ４／９時の指導計画
（１）指導目標

作成する資料の目的や意図に応じて，集めた情報を，整理，編集できるようにする。

（２）展 開

過 教 材 評価規準と評価方法

程
学 習 活 動

資 料
指導上の留意点

１ 学習計画表を確認し，学習計 ○前時の学習内容を想起さ
導 本時の目標を知る。 画表 せ，本時の目標と学習の流

れを確認させる。
入

目的や意図に応じて情報を整理，編集しよう

２ 本文の情報を場面ご ワーク
とに整理する。 シート
(1)前時に，時間の流れに ② ○語り手（視点となる人物）イ－１ 集めた情報を目的に
着目して分けた場面 蛍光ペ に起きた出来事を中心に， 応じて整理することができ
を確認する。 ン 話の展開を理解して，脚本 ている。
・第一章（現在） 化に適した場面がどこか【ワークシート②の記述】

展 ・第二章（過去） 考えるように促す。
(2)第一章（現在），第二 整理する項目がはっきり分
章（過去）で，章ごと かるワークシートを使用
に出来事を整理する。 し，細かく指示と助言をす
・起こる出来事を時 る。
系列で整理して場
面の移り変わりを ウ－１ 「少年の日の思い出」
把握する。 の文章の中の特徴的な言葉

・語り手（視点となる に関心をもって，抜き出す
人物）が誰かを把握 ことができている。

開 し，その人物の行動 【ワークシート②の記述】
と心情をワークシ
ートに整理する。 具体的に例示をしたり，友

達と意見交換をするよう促
したりする。

３ 整理した場面の中か ○〔選ぶ基準〕を参考にして
ら，脚本化に適した部分 脚本化に適した場面を学
を選ぶ。 級で絞る。
〔選ぶ基準〕 ○学級で絞り込んだ場面の
①事件が起こっている。 うち，自分が脚本化してみ
②登場人物が複数いる。 たいと思う場面を選択さ
③人物描写や情景描写が せる。
多い。 ※本教材では二つの場面が

その基準に該当する。
４ 本時の振り返りをし，学習計 ○本時の学習を振り返らせ，

ま 自己評価をする。 画表 学習計画表に記入させる。

と ５ 次時の見通しをもつ。 ○次時は，選んだ部分の書き
かえを行うことを知らせ

め る。

Ｃの状況にある生徒への手立て



５－５ ５／９時の指導計画
（１）指導目標

整理，編集した情報を目的に応じて書きかえて，脚本を書かせる。

（２）展 開

過 教 材 評価規準と評価方法

程
学 習 活 動

資 料
指導上の留意点

１ 学習計画表を確認し，学習 ○前時の学習内容を想起さ
導 本時の目標を知る。 計画表 せ，本時の目標と学習の流

れを確認させる。
入

整理，編集した情報を目的に応じて書きかえる

２ 脚本化する場面とし ワーク ○選んだ部分に合わせてワ イ－１ 相手に伝えたい情報
て選んだ部分について シート ークシートＡかＢを選択 を集め，目的に応じた書き
読み返し，脚本化するの ③ＡＢ させる。 方で書きかえることができ
に必要な情報を整理す ※学級でどちらかに絞って ている。
る。 蛍光ペ もよい。 【付せんへの記述】
①登場人物を把握する。ン 【ワークシート③の記述】
②主な台詞に印を付け ○２/９時に確認をした，「脚
る。 本を書く手順」を想起させ ワークシート①や補助資料
③情景の描写と行動の て，必要な情報をワークシ を活用するように指示し，
描写を色分けする。 ートに整理させる。 項目ごとに具体的なアドバ

展 イスをする。
○自分が文章を書く際の参
考になる表現の工夫や構
成の特徴に気付くよう助
言する。

３ 整理した情報を脚本 ワーク ○主な台詞を確定するため
の書式に合わせて書き シート に，台詞を付せんに書き出
換える。 ④ し，書いた付せんはワーク
・整理した情報のうち，ワーク シート④に話の展開どお
主な台詞を確定する。シート りにはらせておく。

・一人称で書かれてい ③
ために「」付きの会話 付せん ○場面の設定上，付け加える
文として表現されて ワーク 必要のあるせりふは後で
いない部分も，せりふ シート 挿入するよう指示する。
として抜き出す。 ①

開 ・場面の設定を変えず 補助資 ○台詞は日常会話で，話し言
に書くために，つなが 料 葉なので，書き言葉と話し
りのよい台詞になる 言葉の違いについても必
よう書く。 要があれば触れておく。

・一人称で書かれてい
るために表現されて ※既習事項ではあるが，補足
いない，主人公以外の が必要な場合は，教科書等
登場人物の心情につ の資料を参照させる。
いては，台詞や文章中 ・東京書籍

の描写を根拠にして 「新しい国語１」Ｐ18

想像し，書き出してみ ・光村図書

る。 「国語１」Ｐ26

４ 本時の振り返りをし，学習 ○本時の学習を振り返らせ，
ま 自己評価をする。 計画表 学習計画表に記入させる。

と ５ 次時の見通しをもつ。 ○次時は台詞の流れに沿っ
てト書きを書くことを知

め らせる。

Ｃの状況にある生徒への手立て



５－６ ６／９時の指導計画
（１）指導目標

脚本を書くことを通して，伝えたい情報を相手に伝えるために効果的な表現の工夫を意識させ
る。

（２）展 開

過 教 材 評価規準と評価方法

程 学 習 活 動 資 料 指導上の留意点

１ 学習計画表を確認し，学習 ○前時の学習内容を想起さ
導 本時の目標を知る。 計画表 せ，本時の目標と学習の流

れを確認させる。
入

効果的な表現の工夫を意識して，小説を脚本化しよう

２ 登場人物の心情や情 ワーク ○１/９時にモデル学習で行 イ－１ 伝えたい場面の情景
景描写をト書き（場面の シート った脚本の例や補助資料 や登場人物の心情を，分か
状況，人物の動きなどを ④ を参考にして，自分なりに りやすい表現で書くことが
指定するもの）として書 付せん ト書きを書くことができ できている。
き換える。 ワーク るよう，個別に指示をす 【ワークシート④・⑤，付せ
①登場人物の行動や心 シート る。 んの記述】
情についての描写を ① 【書き直しの内容】

展 基に，主なせりふの前 補助資 ○生徒の様子を見て，作業が
後の場面の状況や人 料 進まないようであれば，周 ト書きの文例を具体的に提
物の動きなどをト書 囲の生徒と意見交流を 示する。
きとして書く。 させてみる。
②一人称で書かれてい ウ－１ 文章中の語彙に関心
るために表現されて ○進度の速い生徒には，さら をもち，その特徴を生かし
いない，主人公以外の に付け加えることのでき ながら書き換えることがで
登場人物の心情につ る部分はないかを考える きている。
いてはワークシート ように促す。 【ワークシート④・⑤，付せ

開 ③の記述を基に，せり んの記述】
ふやナレーション（心
の声）として付け加え 分かりやすい文例を示した
る。 り，友達の表現を参考にす
③もとの小説の設定に るよう指示したりする。
合っているかを確か
め，合っていなければ
書き直す。

３ 本時の振り返りをし，学習 ○本時の学習を振り返らせ，
ま 自己評価をする。 計画表 学習計画表に記入させる。

と ４ 次時の見通しをもつ。 ○次時は効果的な表現の工
夫を意識しながら，脚本を

め 完成させることを知らせ
る。

Ｃの状況にある生徒への手立て



５－７ ７／９時の指導計画
（１）指導目標

学んだことを生かして，役者（読み手）に分かりやすい脚本を完成させる。

（２）展 開

過 教 材 評価規準と評価方法

程
学 習 活 動

資 料
指導上の留意点

１ 学習計画表を確認し，学習 ○前時の学習内容を想起さ
導 本時の目標を知る。 計画表 せ，本時の目標と学習の流

れを確認させる。
入

相手に伝えたいことが明確に伝わる工夫をして脚本を完成させよう

２ 台詞とト書きを組み ワーク ○目的と相手を想起させ，そ
合わせて脚本の形に整 シート れに応じた表現の工夫を
える。（清書） ⑤ 取り入れるよう確認する。

ワーク ・劇の脚本→対象は中学生
シート

展 ③ＡＢ ○付せんを並べ替えて構成
付せん を考えてから，ワークシー

ト⑤に清書をするように
指示する。

３ ナレーションや行動 ワーク ○あらすじの書き方につい
開 を指示する言葉を付け シート ては，情報を整理したとき

加えて脚本を完成する。⑤ にまとめたものを要約し
①脚本の冒頭部分に， ワーク て使うようにさせる。書き
脚本化していない部 シート 方でとまどう生徒には文
分のあらすじをナレ ③ＡＢ 例を示すようにする。
ーションとして付け
加える。 ○目的に合った表現になっ

②説明の必要な部分が ているかにも気を配らせ
あれば台詞の中に（） る。
書きで細かい行動を
指示する言葉を付け
加える。

③声に出して読んでみ
て，不自然な表現がな
いかを確かめる。

４ 完成した脚本を自己 ワーク ○目的や相手に応じた書き イ－２ 自分が書いた文章に
評価し，工夫した点につ シート 方ができたか，伝えたいこ ついて目的や相手に応じた
いて評価表にまとめさ ⑤ とが相手に伝わるように まとめ方や表現ができてい
せる。 評価表 工夫して書くことができ るか確かめることができて

ワーク たかを自己評価させる。 いる。
シート 【ワークシート⑤，評価表の
① 記述】
補助資
料 ワークシート①を振り返ら

せ，確かめる観点を具体的
に指示する。

４ 本時の振り返りをし，学習 ○本時の学習を振り返らせ，
ま 自己評価をする。 計画表 学習計画表に記入させる。
と
め ５ 次時の見通しをもつ。 ○次時は，グループで相互評

価と意見交流を行うこと
を知らせる。

Ｃの状況にある生徒への手立て



５－８ ８／９時の指導計画
（１）指導目標

自分と友達の脚本の表現の工夫に気付かせ，よりよい加筆修正ができるようにする。

（２）展 開

過 教 材 評価規準と評価方法

程
学 習 活 動

資 料
指導上の留意点

１ 学習計画表を確認し，学習 ○ 前時の学習内容を想起さ
導 本時の目標を知る。 計画表 せ，本時の目標と学習の流

れを確認させる。
入

グループで相互評価をし，よりよい脚本にしよう

２ グループ内で各個人 ワーク ○友達の作品を評価するこ イ－２ 相手や目的に応じた
が作成した脚本を読み シート とを通して，目的や相手に まとめ方や表現の工夫をし
合い，相手や目的に応じ ⑤ 応じたまとめ方や表現の て書いているか確かめるこ
たまとめ方や表現の工 評価表 工夫の多様さに気付くこ とができている。
夫ができているか，お互 付せん とができることを確認す 【評価表，付せんの記述】
いに評価する。 る。
・評価表や付せんを活 評価表に示している評価の
用して次の手順で評 ○友達と自分の作品を比較 観点に従って具体例を示
価を行う。 することで，自分のまとめ し，それを参考にさせる。

〔手順〕 方や表現の工夫のよさや
展 ①お互いに読み合う 改善点を見付けさせる。

②相互評価を行う。
・読み合った後，よい ○書き方の例を示すなどし
点とアドバイスを て，気付いたことをできる
評価表に記入する。 だけ具体的に書くように

③自己評価を行う。 指示する。
・友達の評価を確認し

た後，改善点を中心

開 に評価表に記入す

る。

３ グループから１点ず ワーク ○グループ内でよい作品を イ－２ 相手や目的に応じた
つ参考になる作品を選 シート 選び，なぜよいのか，参考 まとめ方や表現の工夫をし
び，全員に紹介するため ⑤ にすべき点はどこかを話 て書いているかを確かめる
に更に読み合わせを行 評価表 し合うように指示する。 ことができている。
う。 【評価表の項目２，３の記述】
・役者として演じると
きに一番分かりやす 友達の意見の具体例を示
いと思うものを選び， し，それを参考にさせる。
その理由を考える。

４ 本時の振り返りをし，学習 ○本時の学習を振り返らせ，
ま 自己評価をする。 計画表 学習計画表に記入させる。

と ５ 次時の見通しをもつ。 ○次時は，自分の作成した脚
本に加筆修正を行い，本単

め 元の学習の振り返りをす
ることを知らせる。

Ｃの状況にある生徒への手立て



５－９ ９／９時の指導計画
（１）指導目標

・本単元の学習を振り返り，身に付けた力を確かめさせる。
・身に付けた力の日常生活での活用場面について考えさせ，意欲を高める。

（２）展 開

過 教 材 評価規準と評価方法

程 学 習 活 動 資 料 指導上の留意点

１ 学習計画表を確認し，学習 ○前時の学習内容を想起さ
導 本時の目標を知る。 計画表 せ，本時の目標と学習の流

れを確認させる。
入

学習を振り返り，学んだことを生活に生かそう

２ 選んだ脚本で発表を 評価表 ○他のグループの発表を見
行い，他のグループの発 ふせん て，よいところや参考にな
表を聞いて評価をする。 る点を付せんに記録し，評

価表にはるように指示す
る。

３ 自分の作品を見直し 評価表 ○相互評価をして気付いた イ－２ だれにでも内容が分
て加筆修正をする。 ワーク ことや，友達の作品のよい かりやすく伝わる表現や構

シート ところを参考にして，自分 成になっているか確かめる
展 ⑤ の作品の見直しをするこ ことができている。

とを確認する。 【評価表の記述】
学習 【作品の記述】

４ 学習計画表やワーク 計画表 ○本単元の学習を振り返ら
シート，作成した資料，ワーク せ，身に付けた力を具体的 友達の作品のよさを取り入
評価表などを使って，本 シート に学習計画表の記入欄に れて書くよう，助言をする。
単元の学習を振り返る。①②③ 書くように指示する。

〔振り返りの観点〕 ④⑤ ○脚本化するために視点を ア－１ 読み手に場面の状況
・作成した脚本につい 評価表 変えて作品を見直したこ が正確に伝わる脚本を書く
て とによって気付いたこと ために，目的や相手に応じ

開 ・この学習で身に付い も，ワークシートに書かせ たまとめ方や表現の工夫を
た力について ておく。 している。

・この学習で身に付い 【作品の分析】
た力を使ってできる 【評価表の記述】
ことについて 【学習計画表の記述】

５ 身に付けた力を活用 ○身に付けた力の活用場面
した学習について考え を具体的に考えることで，
る。 次の学習への意欲をもた

せる。

６ 本単元の振り返りを 学習 ○本単元の学習を振り返ら
ま し，自己評価をする。 計画表 せ，学習計画表に記入させ

る。
と
７ 次の単元への見通し ○次の学習への見通しをも

め をもつ。 たせる。

Ｃの状況にある生徒への手立て


